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川原：皆さん、こんにちは。本日はお忙しいところ、クラレグループの決算説明会にご参加いただ

きまして、誠にありがとうございます。社長の川原仁です。それでは早速、2023 年度第 2 四半期

の決算説明を始めさせていただきます。 

スライドの 2 ページ目をご覧ください。 

23 年度上期につきましては、サプライチェーンの混乱が収束してきたこと、半導体不足による供

給制限が緩和したことなどによって、一部の地域を除いて、緩やかに経済が回復しました。一方

で、インフレ抑制のために各国の金融引き締めが継続したこと、あるいは回復が年初期待されたも

のの、力強さを欠く中国経済、そして出口の見えないロシア・ウクライナ情勢など、先行き不透明

な状況は続いております。 

このような環境の中、当社グループの売上高は、前年同期比 230 億円増の 3,810 億円、営業利益

は、29 億円増の 410 億円、当期純利益は、第 1 四半期に米国エバール火災事故訴訟関連の最後の

特別損失計上があり、24 億円減の 218 億円となりました。売上高、営業利益、経常利益につきま

しては、上期としては過去最高を更新いたしました。 

なお、為替及び原燃料の実績につきましては、資料にお示ししてあるとおりです。 
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次に、3 ページ目をご覧ください。このスライドで、営業利益の増減要因のまとめを示しておりま

す。 

左から、数量につきましては、景気減速により販売数量の減少や生産調整など合わせて約 199 億

円の減益要因となっております。一方で、販売価格の改定及び高付加価値品へのシフトが功を奏し

まして、売値・構成では 375 億円の増益要因となりました。その他につきましては、原燃料価格

の変動あるいは在庫評価差額、それから減価償却費を含む経費の増加などによって、204 億円の減

益要因となっております。 
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それでは次に、4 ページ目をご覧ください。このスライドでは、中期経営計画「PASSION 2026」

で掲げた財務 KPI の、23 年度上期の実績をお示ししております。 

各 KPI の 23 年度上期実績は、ROIC につきましては 6.7%、EBITDA が 777 億円、ROE は 6.4%と

いう結果となりました。今後も引き続き、資本効率とキャッシュ創出力の向上に努めてまいりま

す。 
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5 ページ目をご覧ください。 

上期実績は、想定を上回る進捗となりました。しかしながら、一部の事業あるいは地域において、

需要の回復が遅れていることから、通期業績の予想につきましては、先日 5 月 12 日に公表した金

額を据え置き、売上高は 8,100 億円、営業利益は 840 億円、当期純利益は 470 億円といたしま

す。 
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次のページ、6 ページ目をご覧ください。このスライドでは、実行中の主要プロジェクトの進捗に

ついてお示ししております。 

イソプレンのタイ拠点は、23 年の上期に稼働を開始しております。大型の設備投資であり、稼働

率の向上にはやや時間がかかりますが、ビニルアセテートに次ぐ事業の柱となるように、早期の収

益貢献を目指すところでございます。 

また、現在アジアでの新プラント建設の検討を進めておりますエバールにつきましては、拡大する

需要に応えるため、その前段として、既存設備において増強を行っております。この増強により、

26 年時点ではトータル生産能力が約 1 割、1 万トン、拡大する予定です。 
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引き続き、7 ページ目をご覧ください。このスライドでは、当社の企業価値向上に向けた取り組み

をお示ししております。 

ROE につきましては、資産効率の向上及び株主還元の充実を通じて、2026 年に 10%の達成を目指

しております。また、これまで懸案だった米国の訴訟が解決いたしました。今後はこれまで以上

に、イノベーションによる新規事業の創出、既存事業の持続的な成長に注力し、安定的な利益の拡

大を目指してまいります。 
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8 ページ目をご覧ください。 

中期経営計画の株主還元方針は、総還元性向 35%以上かつ 1 株当たりの配当 40 円以上を、基本方

針としてお約束をしております。収益拡大を通じて株主還元を充実するということを、標榜してお

ります。この方針のもとで、足元の業績動向も踏まえて、23 年度の中間及び期末の配当をそれぞ

れ 1 円増配し、年間 50 円とさせていただく予定としております。これにより 23 年度の配当は、

22 年度に比べて 6 円の増配となります。先ほどの通期予想の当期純利益、470 億円を前提とし

て、総還元性向は 35.6%となる予定であります。 

以上、私より 23 年度第 2 四半期の決算について、概要を説明させていただきました。続きまし

て、取締役常務執行役員の多賀より、決算の詳細についてご説明をさせていただきます。 
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多賀：決算内容の詳細につきまして、私多賀よりご説明いたします。 

まず、10 ページ目をご覧ください。このスライドは、各セグメントの売上高及び営業利益の実績

を、前年同期との比較でお示ししております。 

ビニルアセテート及び機能材料は増収増益となりましたが、それ以外のセグメントは減益となりま

した。 
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次に、11 ページ目をお願いします。ここからはセグメント別に事業の状況をご説明いたします。 

最初は、ビニルアセテートセグメントです。 

当セグメントは、前年対比で増収増益となりました。各事業の販売の状況は、右上に記載のコメン

トをご覧ください。 

営業利益は、前年同期比で 66 億円増加いたしました。需要の減退や生産調整の影響で、数量は

147 億円の減益要因となりました。また在庫評価差額などの影響を受けて、その他は 128 億円の減

益要因となりました。一方で、高付加価値品へのシフトなどにより、売値・構成は 252 億円の増

益要因となりました。 

光学用ポバールフィルムは、液晶パネルの在庫調整は一巡したものの、大型液晶ディスプレイの需

要回復は遅れております。また各事業において、在庫評価差額の影響も受けました。しかしなが

ら、エバール、ポバール樹脂、PVB フィルムなどが貢献し、セグメント全体では増益を確保いた

しました。 
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次に、12 ページ目をご覧ください。 

イソプレンセグメントです。 

当セグメントは、前年対比で減収減益となりました。各事業の販売の状況は、コメントをご覧くだ

さい。 

価格改定の推進によって、売値・構成の合計は 15 億円の増益要因となりました。一方で、タイ拠

点の減価償却費や経費が増加したことなどにより、その他は 45 億円の減益要因となりました。ま

た、国内工場で原動費単価が上昇したことなどによって、原燃料・為替が 5 億円の減益要因になっ

たことに加え、需要減や在庫調整の影響で、数量は 17 億円の減益要因となりました。三つの事業

いずれも減益となり、セグメント全体では、52 億円の減益となりました。 
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次に、13 ページ目をご覧ください。 

機能材料セグメントは、前年同期比で増収増益となりました。各事業の状況は、右上のコメントの

とおりです。 

原燃料・為替は、原燃料価格上昇により 3 億円の減益要因に、その他は、販管費の増加や在庫評価

差額の影響によって、22 億円の減益要因となりました。一方で、価格改定の進展と販売構成の良

化により、売値・構成は 51 億円の増益要因となった結果、営業利益は、24 億円の増益となりまし

た。事業別に申し上げますと、メタアクリルは在庫調整などの影響を受けて苦戦しましたが、メデ

ィカル及び環境ソリューションが好調でございました。 
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次に、14 ページ目をご覧ください。 

繊維セグメントは、前年同期比で減収減益となりました。事業の状況はコメントのとおりです。 

売値・構成は、33 億円の増益要因となったものの、需要低迷の影響を受け、数量は 34 億円の減益

要因となりました。また、原燃料・為替は原燃料価格上昇によって、24 億円の減益要因になりま

した。この結果、3 事業いずれも減益となり、セグメント全体の営業利益は 31 億円の減益となり

ました。 
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15 ページ目をご覧ください。このスライドでは、23 年度上期のキャッシュフロー及び主要な指標

についてご説明いたします。 

営業キャッシュフローは 576 億円、投資キャッシュフローはマイナス 302 億円、フリーキャッシ

ュフローは 274 億円となりました。設備投資の受入ベースは、前年同期比 14 億円減の 325 億円と

なりました。減価償却費は、55 億円増の 367 億円、研究開発費は、9 億円増の 119 億円となりま

した。 
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16 ページ目をご覧ください。このスライドでは、貸借対照表の資産の部を、昨年末と比較してお

ります。 

流動資産は、20 億円の増加となりました。これは、現預金が 181 億円減少した一方で、為替が円

安に振れたことによって、売上債権が 62 億円、棚卸資産が 154 億円増加したことによるもので

す。固定資産は、設備投資による増加に加え、円安で海外子会社の固定資産の評価額が上がったこ

とにより、337 億円の増加となりました。 
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17 ページ目をご覧ください。このスライドでは、貸借対照表の負債・純資産の部をお示ししてお

ります。 

負債は、長期借入金、コマーシャルペーパーや社債が減少し、295 億円の減少となりました。純資

産は、652 億円の増加となりました。この結果、自己資本比率は 22 年度末から 3.7%上昇し、

56.6%となりました。 
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次に、18 ページ目をご覧ください。このスライドでは、23 年度の通期の業績予想についてご説明

いたします。 

売上高及び各利益につきましては、先ほど川原が申し上げたとおりでございます。 

1 株当たりの当期純利益は、470 億円をベースに、140 円 43 銭となります。配当は、年間 50 円を

予定しております。決定ベースでの設備投資は、770 億円となります。受入ベースは、倉敷事業所

での光学用ポバールフィルム生産設備の増設などによって、670 億円を見込んでいます。減価償却

費は、イソプレンのタイ拠点や、米国での活性炭製造設備などが稼働を開始することによって、85

億円増の 740 億円、研究開発費は、13 億円増の 240 億円となる見込みです。 
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19 ページ目をご覧ください。このスライドでは、営業利益予想の増減要因をお示ししています。 

22 年中に交渉を進めました、製品の価格改定の効果が発現することもあって、売値・構成は 344

億円の増益となる見込みです。一方で、販管費、減価償却費の増や、在庫評価差額の影響などで、

その他が 358 億円の減益要因となることなどによって、トータルでは 31 億円の減益を見込んでお

ります。 

 



 
 

 

18 
 

 

次に、20 ページ目をご覧ください。このスライドでは、今回の修正予想を、前年度実績及び前回

予想と比較してお示ししております。 

イソプレンと繊維は、厳しい事業環境を踏まえて減益の予想としておりますが、ビニルアセテート

や機能材料は、高付加価値シフトと、自然環境、生活環境向上のニーズを着実に取り込み、増収増

益となる予想でございます。 

 

21 ページ目以降は、修正しました業績予想のセグメント別の利益の増減分析、及び詳細の計数情

報となります。また、その後ろの 27、28 ページでは、先ほど川原よりご説明しました、企業価値

向上に向けた取り組みに関連しまして、資本コストや資本の収益性に関する情報を載せておりま

す。参考までにご覧ください。 

以上で、説明を終わります。ありがとうございました。 

 


